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「東京の木多摩産材」の愛称ロゴマークが令和３年
10月13日開催の当協議会で決定しました。
　昨年の５月に一般都民投票を受け愛称「とうき
ょうの木」を選定後、愛称のマークの組合せ６案
を策定し、９月末までの期間で一般都民投票を実
施いたしました。
　多くの皆様からの投票結果を受けて、上位３点
を最終候補とし、最多の支持を受けた候補を新し

い愛称マークに選出いたしました。
　選定したマークは立方体にも正六角形にも見え
る図形の中に、TOKYOという文字が隠されている。
また、正六角形は多摩産材が様々な木材の組合せ
を連想させ、見た人に信頼を与えることとなり、
シンプルでどのような場面にも活用できる新しい
愛称マークとなります。

モノクロ仕様の愛称マーク

多摩産材製品の利用イメージ

横展開の愛称マーク

東京の木多摩産材の愛称マーク決定する!!
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愛称マークのお披露目される!!
　「多摩産材利用拡大フェア」は多摩産材の普及拡
大を目的として、多摩産材情報センターが主催し、
毎年多くの出展者と来場者で活気のある多摩産材
関連の一大イベントです。
　今年度は「多摩産材利用拡大フェア2021」とし、
令和３年11月10日～ 11日の両日に新宿NSビルに
て開催された。緊急事態宣言が解除された中、会
場には２日間で2,000名以上の来場者が訪れ、各ブ
ースで活気ある商談も開催された。多摩産材認証
協議会の事務局として当協会もチラシの配付を初
め、選定された愛称マークの宣伝を実施いたしま
した。

愛称マーク令和４年４月運用開始へ!!
　令和３年11月10日、多摩産材認証協議会は、選
定した愛称マークの商標登録申請を行いました。
12月までに、規定の審査が終了し商標登録が完了
予定です。
　多摩産材認証協議会では、多摩産材を利用・活
用する事業者等に愛称マークを利用し、多摩産材
の普及拡大に努めていただきたく、愛称マークの
「使用規格」「使用規則」を今年の３月までに制定
する予定で進めております。
　制定後に関係者の皆様にご報告させていただき
ます。

多摩産材認証制度の普及にむけて
　平成15年６月17日、森林産業が厳しい状況に置
かれた中、山林所有者・製材事業者・行政機関の
関係者が集まり、「地域材利用推進のための報告会」
が開催され、森林再生への取組強化、多摩地域の
森林振興、木材の安定供給等の目的を達成するた
め「認証制度」の設立への合意がなされ、平成18
年２月23日の多摩産材認証協議会の設立となりま
した。
　多摩産材認証制度の骨幹は「産地証明」であり、
山林から原木市場へ、さらに製材業者へとつなが
る流通の中、多摩産材であればどの山林で育成さ
れた原木であるかが常に証明可能となり、生産振
興に大きく寄与する仕組みです。

「SDGs」・「ウッドショック」等により、国産材へ
の回帰と、森林環境の重要性が高まる中、多摩産
材認証制度も、多摩産材の生産現場から利用現場
までの皆様に支持頂ける制度として見直しと拡充
を図ってまいります。
　愛称マークは多摩産材を利用・加工する皆様や
一般消費者にご理解頂けるものと確信いたすとと
もに、今後は産地証明の充実と新たに品質証明等
の制度も検討し、多くの皆様に支持される「東京
の木多摩産材」の取扱拡大と普及に努めてまいり
ます。

愛称マーク選考の多摩産材認証協議会
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東京都素材生産組合設立!!
　東京都の総面積の40%を占める森林の大部分は
多摩地域にあり、５２．８53haとなる。
この森林は土砂災害の防止、清流・景観や憩いの場、
二酸化炭素の吸収・固定を通じて、地球環境の保全、
温暖化防止に寄与しており、国連が定めるSDGs（持
続可能な開発目標）においても森林保全・整備は
重要な取り組みとなります。
　多摩地域では昭和30～ 40年代に植林され木材
として利用される適齢期となっておりますが、木
材価格の低迷、外国産木材の輸入増により森林整
備が放置される山林が増加する状況が続いており
ます。
　この状況の改善に向け、東京都では平成18年度
からスギ林を伐採し花粉の少ないスギ等に更新す
る主伐事業を開始し、現在は「森林循環促進事業」
として森林循環を促進し花粉削減と多摩産材の安
定供給に努めております。

福生市環境フェスティバルへの取組み!!
　令和３年６月19日、東京都森林協会は「ふっさ
環境市民会議」・「明治大学校友会東京都多摩支部
福生地域支部」から要請を受け、第19回ふっさ環
境フェスティバルに参加し、森林の環境保全に対
する重要性を市民・来場者に呼び掛けを行いまし
た。
　第３回目の緊急事態宣言発出中であり感染防止
の為、入場者を制限した講演会「持続可能な多摩
の森林整備とその課題～子供たちに伝えていきた
い東京の森」では活発な質問があり、環境に対す
る市民の関心の高さと森林整備の必要性が認識さ
れました。

　福生市民会館では、６月19日から25日までロビ
ーで各種参加団体のパネル展示を行い、当協会で
は森林が有する多面的機能の紹介を実施した。来
場者には多摩産材製品の粗品の配付も併せて実施
いたしました。

　しかしながら、主伐事業に取り組む事業体にお
いても従事者の高齢化と後継者の確保は厳しい状
況であります。
令和３年12月９日、主伐事業に取り組む７事業体
が中心となり、経営の安定・素材生産技術の向上・
素材の品質向上を図り、多摩産材の振興と生産拡
大に寄与することを目的に「東京都素材生産組合」
が設立されました。
　活動計画では、技術講習会・先進地視察の開催や、
素材生産のデータベース化に取り組みことが決議
されました。

設立総会での森林事務所渡邉所長の祝辞

「ふっさ環境市民会議」主催の講演会

ロビーでのパネル展示準備風景
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　新型コロナウィルス感染症に伴う第４回緊急事
態宣言が昨年７月12日に発出し、３回の延長措置
により９月末までの２ケ月半に及びました。
　このような状況の中、第18回とうきょう森づく
り貢献認証制度審査会日程も繰り延べとなり、令
和４年１月５日に集合審査方式で開催されました。
　今回の申請件数は14件となり、各委員の慎重な
審査により全ての申請案件が承認となり認証書が
発行される予定となります。

■森林整備サポート認定部門
　今回は当部門の申請はございません。

■ 多摩産材製品による二酸化炭素固定量
認証

◎越井木材工業株式会社　様
　　多摩産材利用の木製ウォールフェンス	 ４種
　　多摩産材利用の木製ルーバーフェンス	 ４種

　◎帝国器材株式会社　様
　　多摩産材利用のWoookデスク	 １種
　　多摩産材利用のWoookワゴン	 １種

　◎飛騨産業株式会社　様
　　多摩産材利用のデスク（スギ）	 １種

■建築物等による二酸化炭素固定量認証
　◎マンション所有者	 （建築主）様
　◎新井技研	 （事業主）様

とうきょう森づくり
貢献認証制度

　◎スタジオ紡	 （事業主）様
　				（東京の木で家をつくる会）
　	　マンションの玄関・リビング・廊下等のリフ
ォームに多摩産材を活用し、木の香漂う空間を
実現する。

　◎小田急電鉄株式会社	 （建築主）様
　◎株式会社フジタ　交通事業部	 （事業主）様
　　小田急電鉄参宮橋駅の改修工事
　　明治神宮の玄関口駅に森の恵みを活用

　◎株式会社スーパーアルプス	 （建築主）様
　◎株式会社熊谷組首都圏支店	 （事業主）様
　◎株式会社三和設計	 （事業主）様
　◎パシフィックコンサルタンツ株式会社
　	 （事業主）様
　　	複合施設「コピオ長房」交流スペース・外構

等での多摩産材活用
※多摩産材利用拡大フェア2021に出展された申請モデル


